
        

旧三の丸入口の新たなランドマークのイメージ

【様式１１】

●災害・防犯等に配慮した安心・安全・安定な施設機能と、周辺環境・景観に配慮した建築計画について

●設計上の配慮事項

●業務の実施方針

●業務への取組体制・設計チームの特徴

法令
管理者

検図検査
責任者

CASBEE
評価員

模型作成
CG作成

コスト
管理者

立体的な
検討

環境性能
予備確認

コスト
チェック

品質管理チーム

技術サポートチーム

検図検査

法手続き
チェック

対話を重視した業務プロセス
・鶴岡市のご担当者と連携し、荘内看護専門学校の先生方と定期的

な協議を重ね、ご意向を最大限反映します。

鶴岡市
荘内看護
専門学校
担当部署

設計チーム

【統括責任者】
   全体の統括

看護専門学校・豊富
な学校建築の経験

学生・先生
鶴岡市民

【構造主任】
　看護専門学校・公共
　建築の幅広い実績

【電気主任】
　看護専門学校・公共
　建築の幅広い実績

【積算】
コスト管理

【外構】
広場ﾃﾞｻﾞｲﾝ

【サイン】
特色あるｻｲﾝ

綿密
な

連携

顔の見える対話
Onlineを利用した迅速な対応

学生・先生
鶴岡市民へ
の情報発信

【機械主任】
　環境配慮型の実績
　設備専門の事務所

協力事務所

広報
担当

情報
発信

【建築主任】

・

公共建築の豊富な実績をもつ技術者でチームを構成
総括責任者の指揮の下、建築主任技術者が業務を主導

盤石な共同企業体体制
・鶴岡市の気候風土や社会情勢等、地域を熟知した企業体構成員の

市内設計事務所が協働し、地域に根差した施設を実現します。

・代表構成員の代表者でもある総括責任者の指揮の下、認識と姿勢

を共有する建築主任技術者が中心となって業務を推進します。

旧三の丸入口の新たなランドマーク

●その他配慮事項

コスト管理を重視した先行決定型業務プロセス

周辺環境への配慮・景観との調和

災害対策・防犯対策した安心・安全な建物

安心を提供できる災害時の備え

釜戸ベンチ 可搬式
発電機

マンホール
トイレ

可搬式
ろ過装置

災害時にも一次避難場所としても利用

できるように以下の機器を備えます

ナースキャップをモチーフに地域に開かれた施設のイメージ

校舎は敷地北側に配置

ナイチンゲールのナースキャップを戴く
・３階建ての最上階の周囲にナイチンゲールのナース

キャップをモチーフにしたシェイドを設けて、地域

医療に貢献するエッセンシャルワーカーとしての看

護師を養成する本校の存在感を明らかにします。

【建築主任補佐】
　鶴岡市を熟知した
　市内設計事務所

北側配置案 南側配置案

配置イメージ

内部の快適性

近隣との関係

駐車場

既存建物

工期への影響

◎

◎

◎

×

△

近接建物が無く開放感有

支障無し

出入口が交差点から遠い
冬季の日照有
別敷地駐車場と近い

既存建物位置

既存建物解体後に杭工事

△

△

△

◎

南側隣地の建物と近接

△

既存建物を避ることが可

Ｎ Ｎ

南側隣地のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ配慮

出入口が交差点から近い
冬季は日影になる

既存建物解体と新設建物
の杭工事・土工事が並行
し、工期短縮の利点無し  

駐車場

新校舎

新校舎

駐車場

既存建物既存建物

駐車場
予定地

駐車場
予定地

敷地内に余
地が無く、
工事範囲が
狭い

既存建物解
体後に工事
着手

R４年度 H５年度～

与条件

把握

現地調査,

ヒヤリング,

与条件整理

協議会,

予備検討,

条件の設定

計画案作成,

構造計画

設備計画

概算工事費,

基本設計

報告書

施工図

施工状況

施工結果

各種検査

の確認

■OM

基本設計

工事

発注

支援

工事

監理

設計方針

設定

計画案

の検討

まとめ 準備 実施設計

作図

まとめ積算・

法手続き

■IＲ ■DR ■OM・IR ■ＤＲ ■検図

基本設計

のレビュー,

ヒヤリング

実施図作図

構造計算

設備計算

法的手続用

図書作成,

工事費算出

納品図書の

作成

■検図

5 107 9 4６ 8 11 1 ２ ３ 5 6 7 8 9

▼HP ▼HP(ホールドポイント) ▼HP ▼HP

・品質マネジメントシステム国際規格ISO9001に則り、計画的に

業務を推進し、確実な成果を提供します。

・業務完了時だけでなく、節目のホールドポイント（HP）を設定

し、的確な時期に必要な課題解決を積み上げます。

的確な業務プロセスの立案と計画的な業務遂行

基本設計段階で基本事項・重要事項を決定
・基本設計段階で建築計画を確実に具体化し、建築・構造・設備の

技術的解決を図り、基本事項や重要事項を決定します。

併せて、精度の高い概算工事費を算出します。

■OM：オープニングミーティング　■IR：インプットレビュー　■DR：デザインレビュー

地域交流・図書室

実習室

2F

3F

1F

浸水時を考慮し2F以上に
主要機能・機械室を配置する

講堂

実施設計

全体
窓口 看護専門学校・公共

建築の幅広い経験

▼

・西側・北側道路に対する存在感を高めることと、冬

季に駐車場への日照を確保しやすくするために、校

舎は敷地北側に配置し、駐車場を南側に設けます。

必要機能を各階に合理的に配置しコンパクトに構成する
・基本計画に示された看護学校として必要な機能を３階建ての校舎

の各階（３階実習室、２階教室・管理諸室、１階図書室・研究室

・交流機能）に割り当て、コンパクトに構成します。

●建物の配置

・特に、幹線道路である西側道路に対して、「地域医

療に貢献する人材育成の施設」としての存在感を明

らかにします。

・建物位置の決定に際しては下表の比較検討を行い、

優位性を確認しました。

地域に明るく開かれた施設 東側市道の歩行空間の充実

地域に明るく開かれ、周辺環境を向上させる施設にする
・敷地内建物周囲に緑化を施し、歩行空間を充実させるなど周辺の

環境向上に寄与する施設にします。緑地に面して地域交流の機能

を配置し、地域に開かれた明るい施設にします。

2
5

0

1

1
0

0
0

本計画 一般的な学校

構造計画のイメージ

地震・浸水時を考慮した計画
・地震時の変形を極小に抑え、仕上げ、二次部

材、設備の損傷も最小限にします。

・浸水災害時(2～３ｍ)を考慮し、看護学校の主

要機能・機械室は、２階以上に設置します。

死角のない平面計画・設備機能の充実
・不審者の進入時がすぐ分かるように死角のな

い平面計画とします。

建物入口には防犯カメラを設置します。事務

室にモニターを設置し、随時監視できるよう

にするなど防犯設備機能の充実を図ります。

・講堂は、災害時の一次避難場所として利用で

きるようにします。

設備管理教室

設備

機械室RF

12

・敷地の南にある鶴ヶ岡城址公園周辺には、価

値ある歴史的建造物や高質な公共建築物が集

積し、鶴岡市の豊かな歴史と文化を感じるこ

とができます。

・鶴ヶ岡城址公園に駅の北側からつながる西側

の県道に対して、この施設が若い地域人材を

育成する施設であることと、歴史と文化が集

積する旧三の丸入口の新たなランドマークと

して、地域文化に貢献できる施設にします。

・

市道に面してブナの並木をつくり、ベンチを設けて歩行空間を充実させる

N 

周囲の山の方角

鳥海山

月山

金峯山

高館山

日本海

計画地

酒田市

N

庄内町

戸沢村

庄内平野

・上階では、鳥海山・月山・金峯

山・高館山等の周辺の山々を望

む「山あて」が得られる鶴岡に

相応しい施設にします。

■出荷許可

・

・

・
・
・

・

・

・

・

・
・

・

・

地震力 地震力

1

Ｎ

Ｎ

駐車場

・内部での活動や人の動きが外からも見える透

過性の高い建物にします。

・開かれた雰囲気で周辺を明るくし、雁木のア

プローチをつくり、四季を通して入りやすい

施設にします。

・東側の市道に対して敷地の一部を歩道として提供す

ることで、歩行空間として安全性を高めます。

・歩道と建物との間に広い緑地を設け、市の木である

「ブナ」の並木をつくります。木陰にベンチを設け

て、市民の憩いの場にします。

・

▼GL ▼GL

市の木 ブナの並木 

・計画地は、鶴岡駅から約1.2㎞

の位置にあり、旧三の丸の範囲

の北の入口に位置しています。

この立地を活かす外観デザイン

とします。

鶴岡市城下町map

計画地

内川

青龍寺川

荘銀タクト鶴岡

鶴ヶ岡城址公園

鶴岡市立
荘内病院

慶応大学研究所

旧三の丸の範囲(外堀堰)

無量光掩
釈迦堂

丙申堂

鶴岡ｶﾄﾘｯｸ
教会天主堂

大宝館

荘内神社
致道博物館

鶴岡市立
藤沢周平
記念館

県道 鶴岡村上線

庄内藩校 致道館

0.5㎞

1.0㎞

Ｎ

・

病院

木陰のベンチ

敷地の一部を歩道に提供する

おもいやり駐車場の雨・雪除けの
屋根を設けを入口の目印にする

講堂の活動の様子がみえる

駐輪場

地域医療に貢献する人材を育成する看護学校鶴岡市の豊かな歴史と文化に立脚し、地域医療に貢献する人材を育成する看護学校 

Ｎ

施設配置のイメージ

入口

《市道 家中新町泉町線》

《
市

道
 泉

町
２

号
線

》

鶴岡市立荘内病院

駐車場:９台

▲

駐車場
入口▲

《
県

道
 鶴

岡
村

上
線

》

鶴岡市総合保健福祉センター

教職員駐車場
【隣地市有地】

道路から雨・雪に濡
れずに入口まで行け
るように雁木状のア
プローチをつくる

おもいやり駐車場：
上部に屋根を設ける

除雪を考慮して車止め
・フェンスを設けない

「ブナの木」を植え
市民の憩いの場にする

駐輪場：60台

堀

季
節

風

季節風を考慮して西側
開口部は最小限にする

新校舎のメンテナンス
スペースを確保する

とぼり広場

敷地内歩道を設け歩行
者空間の充実を図る

（住宅地）

南側住環境を配慮して、
建物との距離を確保する

（駐車場）

保健福祉センター側
からの車両動線も配慮
した駐車場入口位置

浸水時の避難を考慮し
階段を外部に設置

高館山

鳥海山

月山

金峯山

新校舎

上部屋根を示す

雁木への入口

1階部分を後退させて
雁木のアプローチをつくる

鶴岡市立荘内病院鶴岡市立荘内病院

センターホールに
光を取り込む高窓

おもいやり駐車場上部の
キャノピー

ブナの並木沿いに設けた
木陰のベンチ



                    

0 (年)5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

標準的な施設

新校舎

設備

改修

50年で
約25252525%%%%低減

外壁,屋根

設備改修

設備改修

外壁,屋根

設備改修

外壁,屋根

設備改修

外壁,屋根

設備改修

設備改修

外壁,屋根

設備改修 

●施設整備方針で示す''特徴ある魅力的な施設''を具体化するための施設計画について

●本業務を実施するにあたり、重要と思われる基本計画をふまえた独自の提案   

本校を特徴づける木格子がゆらぐセンターホール
３層吹抜が一体感を形成 鶴岡産の杉材を活かした温かみのあるインテリア

・吹抜に面する各階の手摺と階段手摺には、鶴岡産の杉を縦格子と

して用いてゆらぎをつくり、木の雰囲気に柔らかに包まれる温か

みのあるインテリアをにします。

・

フロア毎に機能を分けて明快に構成

●与えられた工期を実現するための工期短縮の手法について

■年間エネルギー消費量の低減 ■50年のランニングコストの低減

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

45
40
35
30

20
15
10

(月)

(万MJ)

標準的な施設

新校舎新校舎新校舎新校舎

年間
約35353535%%%%低減

5

25

2222 FFFF

1111 FFFF

3333 FFFF

地域医療に従事することの誇りと希望がもてる学校を象徴するセンターホールのイメージ

校舎中央部を３層吹抜として、上部の高窓から自然光が入る明る

い空間にします。縦動線もこの吹抜に設け、どこにいても校内の

様子がわかり、学校全体の一体感を醸成する空間にします。

玄関

学生

自治

同窓会

地域

交流

調理実習室

多目的教室

図書室

学生

研究室

更衣室

倉庫

相談室

教室

教室

教員室

事務室

職員

更衣

講堂

準備

情報

処理室

講堂上部吹抜

入口(自動扉)

▲▲▲▲

教員

研究室

1

EV

U

U

小演

習室

保健室

職員用

会議室

職員

休憩

講師

控室

印刷

校長室

応接

EV

D

U

U

D

準備

U

D

シミュレーション室

洗濯

乾燥

準備

D

EV

吹抜

正面はプロジェクタ

投影と板書が併用で

きるホワイトボード

教員

研究室

２
教員

研究室

３

教室

ゼミ室

廊下側：

ガラス張り 

すっきりとした教室すっきりとした教室すっきりとした教室すっきりとした教室

多目的教室は

センターホール

・調理室・地域

交流と一体で

利用できる

活動の様子が見え

るように北側道路

に面して配置

管理諸室は施設管理

しやすいように建物

中央に配置する

更衣室は学生の利便性

を考慮し１Fに配置する

わかりやすいサイン計画わかりやすいサイン計画わかりやすいサイン計画わかりやすいサイン計画

清潔感のある実習室清潔感のある実習室清潔感のある実習室清潔感のある実習室

単純な形態
・建物の外形は単純な矩形として、外壁面積を小さくし、躯体・外

装の工事費を抑制します。

２階：教室と管理諸室
・事務室を中心とする管理諸室を東側に

し、３つの教室を南側に配置します。

３階：相互に連携する実習室

・施設機能を階毎に分類します。各階ともに吹抜を囲むロの字型

に配置し、全室の位置が分かりやすいようにします。   

仮囲い

既存建物解体時 新校舎建設時 外構工事時

既存既存既存既存

建物建物建物建物
新設新設新設新設

校舎校舎校舎校舎

新設新設新設新設

校舎校舎校舎校舎

外構外構外構外構

仮囲い

工事車両

資材置場

仮設通路の設置

工事入口

工事

車両 

構造モデルのｲﾒｰｼﾞ構造モデルのｲﾒｰｼﾞ構造モデルのｲﾒｰｼﾞ構造モデルのｲﾒｰｼﾞ

●イニシャルコスト・ランニングコストを考慮した施設整備について

わかりやすく使いやすい施設

多目的教室

調理

実習室

地域

交流

一体

利用

一体利用

多目的教室との一体利用多目的教室との一体利用多目的教室との一体利用多目的教室との一体利用

・建物中央に主たる縦動線となる階段・

エレベータ（車椅子対応）を設け、わ

かりやすく使いやすい施設にします。

１階：図書室・研究室・交流室

わかりやすいサイン
・建物外部に施設の存在感を示すサイン

を設けます。また、館内のサインは見

やすさやわかりやすさとともに、空間

を彩るものとします。 建物構成を合理化してイニシャルコストを低減

大スパンは鉄骨梁

ボイドスラブ

■エネルギー消費削減の手法■⻑寿命化対応の手法

外
装

内
装

設
備

高耐候性屋根材,十分なかぶり厚 

鉄骨部の溶融亜鉛メッキ処理

雨垂れ防止のディテール

アルミの樋 ・水切　 　　　etc

耐久性の高い壁仕上

耐薬品・耐摩耗仕様床材

壊れにくい建具・家具　 　 etc

LED照明等器具の長寿命化

更新・追加可能な設備スペース

設備ルートの集約              etc

・入口に近い東側に地域交流機能を配置

します。多目的教室と他のスペースと

の仕切りは可動間仕切り壁として、日

常的には開放して学生たちのサロンと

なるようにします。

感染防止対策の手法感染防止対策の手法感染防止対策の手法感染防止対策の手法

十分な余地を

とり工期短縮

校舎を安全に利用で

きる工事計画の立案

3
6
0
0

3
1
0
0

C
H

 

梁型がなく階高抑制

設備計画

の自由度

も高い

ボイドスラブのｲﾒｰｼﾞボイドスラブのｲﾒｰｼﾞボイドスラブのｲﾒｰｼﾞボイドスラブのｲﾒｰｼﾞ

7 8 9 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 9 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６

R５年度 R６年度

建

屋

工

事

本

体

工

事

202520242023

工事スケ

ジュール

準備

杭製作

基礎 屋根鉄骨

サッシ

内装

設備：配線・器具取付

検

査

引越準備

外構工事

監理者が建築

・電気・機械

の調整をし工

事を推進する

●

各工事の遅れないように

施工図の作製スケジュー

ルについても調整をする

●

解体

７

R７年度

外構

解体工事

杭工事

根伐

1F

新新新新

看看看看

護護護護

専専専専

門門門門

学学学学

校校校校

　　　　

開開開開

校校校校

防水・外装

躯体工事 2F 3F

製作

設備：ｽﾘｰﾌﾞ・配管設備：準備

●R７年度 学生募集 引越

発注・入札

学校

市有地 解体工事 校舎工事の工事用地として利用(協議) 駐車場整備

●市有地敷地の工事との調整

鶴

岡

市

立

荘

内

看

護

専

門

学

校

建

設

工

事

【様式１１】

開閉可能な可動間仕切壁

母性・小児

看護学実習室

・３階は実習室のフロアとし、３つの実

習室をロの字状に配置します。シミュ

レーション室、基礎看護学実習室/成人

・老年看護学実習室、地域・在宅看護

実習室、母性・小児看護学実習室を連

続させ、相互につながりをつくり、様

々に連携した実習を可能にします。

・教室正面は全面ホワイトボードとして

プロジェクターによる画像・映像の投

影と板書を併用できるものとします。

・図書室・研究室等は西側に設け、ガラ

スで仕切り、静寂さを確保します。

建物中央に主動線

感染防止対策
・開口部は開閉可能として、随時自然換

気できるものとします。

・出入口には手洗いを設けるとともに、

清掃のし易い仕上げ材を採用します。

階高抑制・天井材の省略
・床版は下面に凹凸のないボイドスラブ下面

を天井仕上げとし、階高も抑制します。

堅牢な構造
・南北・東西方向ともに耐震壁を

設けて、地震時の変形を極小に

抑える強度型の構造とし、地震

による被害を最小に留めます。

建物の⻑寿命化・省エネルギーによってランニングコストを低減

メンテナンスしやすい施設
・３階外部にはバルコニーを設け、保守点検・メンテナンスがしや

すくします。また、外装改修の際の足場を不要にします。

徹底した熱負荷の低減
・屋根・外周壁は十分な断熱、開口部にはペア

ガラスを採用し冷暖房負荷の低減をします。

①確実な進捗が可能な工事手順の設定
・解体工事完了後に杭工事に着手することを基本としま

す。それぞれの工事段階で十分な場内作業スペースを

確保し、効率よく作業できる状況で、的確な期間で実

施可能にします。

③躯体工事における役物を最小化
・柱幅と壁厚を同厚として柱型枠をなくします。独立柱

は鉄骨ポストとし、柱配筋・柱枠工事をなくします。

・床版はボイドスラブとして、梁型枠を不要にします。

⻑期的なコストの抑制 

LOW-E

ペアガラス

・「消費エネルギーの低減」「建物の長寿命化」「更新・メンテナ

ンスの容易性」により長期的なランニングコストを低減します。

市有地

建物解体

十分な余地を

とり工期短縮

工事入口

市有地

工事用地で

利用(協議)

駐車場駐車場駐車場駐車場

グラスウール

ボード仕上げ

【吸音確保】

床下断熱

シェイド

日射遮蔽

LED照明

軒下断熱

図書室

ガラス

音は遮蔽

見通せる

ｷﾞｬﾗﾘｰ

消費エネルギ

ーの見える化

SSSS

SSSS

・室外機は、季節風の影響を受けにくい屋上東

側に設置し、機器の効率を確保します。

屋根断熱

屋上機械室位置を示す

設備スペース

WC

設備スペース

②地下水位レベルを考慮した施工計画の立案
・地下水位が1.5Mと高いことを前提に、地盤高・地中梁

せい・ﾌｰﾁﾝｸﾞﾚﾍﾞﾙを決定し、水替えを不要にします。

駐輪場

浸水被害時に外部

から直接講堂に避難

できるようにする

ベンチを設置し市民

の憩いの場にする

教室は南側に配置

し、採光を確保し

明るい教室にする

WC

地域・在宅看護実習室

基礎看護学実習室

WC

浸水被害時を

考慮し2F以上

に設置する

吹抜

吹抜

駐車場

屋根

鉄骨屋根

鉄骨柱

設備スペース：   

センターホール

成人・老年看護学実習室

現在の看護学校に

ある絵を展示する

EV

地場産材の木材を手摺に使用し

やわらかなゆらぎをつくり、

学生たちをやわらかく包む

研究室や教室などはガラス

で仕切り、音を遮蔽する

２-3Fの共用部の

様子がみえ一体感

のある空間にする

適切な工事手順と躯体型枠工事の短縮

：管理区画：管理区画：管理区画：管理区画SSSS

凡例

ＮＮＮＮ

パ
ッ
シ
ブ

建
築
的

ア
ク
テ
ィ
ブ

設
備
的

高気密・高断熱

自然採光・通風

個別空調

照度の最適化

LED照明

太陽光発電

屋根・外周壁は高い断熱性能を確保

開口部はﾍﾟｱｶﾞﾗｽ・ｱﾙﾐ樹脂複合ｻｯｼ

高窓から、自然光・通風を確保

庇・ﾊﾞﾙｺﾆｰﾆよって直射日光を制御

各居室は個別制御空調を採用

WC等は人感ｾﾝｻｰで無駄な点灯を抑制

消費電力の小さいLED照明を採用

雨水利用 コストを考慮し設備設置を検討する

コストを考慮し設備設置を検討する

センターホール

明るく開放的な図書室明るく開放的な図書室明るく開放的な図書室明るく開放的な図書室

見通しのよい共用部見通しのよい共用部見通しのよい共用部見通しのよい共用部

高窓から共用部に自然光高窓から共用部に自然光高窓から共用部に自然光高窓から共用部に自然光

外部との一体利用

建
築

設
備

清掃・除菌のし易い仕上げ材

自然換気の取りやすい窓

天井高を、気積を大きくする

ベッド間の距離を2m確保

空調機の抗菌化

機械換気設備による適正な換気

非接触型の自動水栓の採用

自動ドアで非接触で建物に入場

上部庇を示す

フロアマップ

一目でわかるピクトグラム

テラス

雨と雪を避ける

雁木のアプローチ 

断面構成のイメージ

講堂

実習室

教室

多目的教室
倉庫

駐輪場

センターホール

駐車場

《市道 家中新町泉町線》

機械室は浸水時被害を考慮し屋上に設置

講堂の活動の様子がみえる

有孔折板(壁使い)のシェイドを

設ける。夏は日射を遮蔽し、中

間期は直射日光を遮り、冬は雪

を避ける。

給排水設備を必要とする

床下にはピットを設け点

検・更新をしやすくする

高窓から共用部に自然光を取り入れる

大スパンになる講堂の屋根は鉄骨梁とする

EV

わかりやすい縦動線高い断熱性能・遮音性を確保する

多目的教室と

一体利用できる

外部のテラス 更衣室相談室

1F床ﾚﾍﾞﾙは道路＋1mとし

土工事での水替を不要にする


